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使用上の注意�
作動空気圧

クラッチの発生トルクは作動空気圧に左右されます
から、必ず規定の空気圧で使用して下さい。また、ピ
ストンの摺動面には潤滑油が必要ですからオイラー
を使用し、少量の潤滑油の混合空気を送るようにし
てください。

磨耗調整
クラッチおよびブレーキのディスクが摩耗し、許
容最大レリーズに達したときは、レリーズを調整ナ
ットで調整した後、ブレーキトルクを調整ボルトで
補正してください。

点検・清掃
シリンダ内に水分、ゴミなどがたまるとサビが発
生してパッキンを傷つけたりまた作動不良を起こし
ます。定期的に点検を行ないドレンを外して圧縮空
気を送り、シリンダ内を清掃してください。

取扱上の注意
クラッチ・ブレーキ本体・ドライブリング

クラッチ･ブレーキは、たたいたり、落としたり又
は無理な力を加えますと、打傷や変形を生じますの
で取扱いに注意してください。

摩擦面
乾式のクラッチ･ブレーキですから、摩擦面を乾燥
状態で使用する必要があります。摩擦面に水や油が
付着しないよう取扱ってください。

保守
摩擦面

このACSB形は乾式仕様ですから、摩擦面に油、
水、ゴミなどが入らぬよう注意してください。

軸の公差：h6�
(JIS B 0401)

ブレーキディスクの取付�
・ブレーキディスクの偏心1mm以下�
・ブレーキ解放時止めピンに対し、�
　動きがスムーズであること確認�

止めピンの取付�
ブレーキディスクの摩耗調整代を考慮し�
取付位置・寸法を決定�

ドライブリング取付位置�
クラッチ作動時ピストンが当たらないこと�
規定寸法通りに取付けのこと�

調整ナットの調整スペース�
調整ナットを廻すスペースを確保�
本体を軸方向に固定するナット又は取付板は�
調整ナットの内径以内の大きさのこと�

調整ナットの固定�
クラッチ本体の軸方向の遊びを無くして�
ロック用ボルトは出荷時完全に締付ていない�
軸装着後完全に締付けロックのこと�

軸のシール�
・クラッチ本体と軸の作動空気穴を�
　一致させる�
・軸の穴両サイドはOリングでシール�

図2

取付上の注意


